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「さまざまな充填行動の特性に関する研究」* 

南奎登a, 谷﨑蓮b,大島舞桜c,平野萌d,北川樹e 

 

要約 

この研究は,人間が物理的に充填したい傾向が状況によってどのように変化するかを調査する

ことを目的としている.99 名を対象にしたアンケート調査では,5 つの異なる環境（水,冷蔵庫,部

屋,ポケモン,国）において充填したいという行動の傾向や性格との関連を調査した. クロス集計

とカイ二乗検定の結果, 本能的な充填行動を見極める質問と性格,行動との連関に関して,「分別

があるかどうか」という項目のみ連関が確認された.また分散分析の結果,生命に関わる「水」や

「冷蔵庫」の条件では,他の条件（部屋,ポケモン,国）と比較して充填したいという行動が少ない

ことが確認された.さらに t 検定による分析では,充填したい人とそうでない人との間で,5 つによ

り, 本能的な傾向による差異は統計的には確認されなかったものの,状況によって充填したいと

いう行動が変化することは確認された. 
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1. イントロダクション 

1.1. 研究の背景と目的 

 本稿は,ものの隙間を本能的に充填したい人とそうではない人の中でも,環境によって充填し

たいかどうかが変わるのかを分析することを目的としたものである.また,本能的に充填したい

人は,普段どのような性格,行動をしているのか,もしくは充填したくない人がどのような性格,

行動をしているのかも加えて分析した. 

 私たちは,日常生活においてあらゆる場面で「隙間」を埋めるか,あるいは空けておくかという

選択を無意識に行なっている.例えば,水の入ったグラスを飲み干すのか,継ぎ足すのか,あるいは

自分の部屋のスペースを家具で埋め尽くすのか,広々とした空間を維持するのか.これらの行動

はそれぞれ異なる認知的,心理的プロセスが関与しており,私たちの行動に影響しているだろう.

また,時間的な隙間の管理については,パーキンソンが 仕事は,完成のために与えられた時間をす

べて満たすまで膨張する 1)と述べているなど,環境や状況に応じて時間をどう使うかに関する実

験や研究があったため,物理的な隙間について私たちは実験した. 

 本研究を通して得られる物理的な隙間に対する人間の充填行動の選択は,消費者行動やマーケ

ティング,オフィスのスペースデザイン,リソースの配分など幅広いビジネスや経済の場面で応

用可能であり,より効率的で効果的な戦略を立てる新たな考えを生むことができると私たちは期

待して実験へと臨んだ. 

 

1.2. 仮説 

私たちは,人間の充填行動と普段の性格・行動に関連があるのではないか,また物理的な隙間が

あったら充填したくなるのではないかと仮定した.また,本能的に隙間を埋めたいと考えている

（充填行動をする）人はどのような状況でも充填したいのか,もしくは状況によってその考えが

変化するのではないかと考えた. 

 

2. サーベイ実験 

2.1. 手法 

10 代から 50 代までの協力者 99 人を対象に,2024 年 7 月 9 日から 8 月 31 日の期間で Google 

Form を用いてアンケート調査を実施した. 

 また,本能的に充填したい人かそうでない人なのかを分ける方法として,10 個の空白の旗を何個

まで塗りつぶすのかという抽象的な独自の質問を用いた.その結果として,下記のグラフのよう

になり,10 個全て塗りつぶした人を「本能的に充填したい人」,それ以外を「本能的に充填したく

ない人」と分類した. 
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図１  

 

本能的な隙間充填行動の結果   

 

 

2.2. 分析 

①性格と充填行動の連関,行動と充填行動の連関 

 独自の旗を使った本能的な充填行動を見極める質問と性格,行動との連関をクロス集計表とカ

イ 2 乗検定を用いて調べた.様々な性格について「はい」「いいえ」の２択で答えてもらうよう

な質問を行ったが,連関があるのは「分別があるかどうか」の質問だけであった（下記の表２）.

同じように行動の傾向についても様々な質問を行ったが,連関がある結果は 1 つも得られなかっ

た. 

 

表２ 分別があると答えた人と独自の旗を用いた質問のクロス集計表のカイ 2 乗検定 

 

 

②実験参加者内一要因分散分析 

目的：人間はどのような状況の時にその状況からさらに何かを充填したくなるのか,逆に充填し

たくなくなるのかを調査するため,実験参加者内一要因分散分析を行った.今回は,それぞれの環

境が３割埋まっている状態で,1.さらに充填したいか,2.充填したくないかを質問した. 

またその後,実験参加者内一要因分散分析の多重比較を行った.  

 

表 3 実験参加者内一要因分散分析の記述統計量 
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３ 表 4 実験参加者内一要因分散分析の多重比較 

分析結果 

実験参加者内一要因分散分析を行った結果,平均値が水：1.93,冷蔵庫：1.91,部屋：1.32,ポケモン：

1.21,国：1.41 となり,水と冷蔵庫は充填したくない傾向にあることがわかった. 

また,表 4 には多重比較の結果をまとめている.表 4 の条件の数字について,1 は水３割,2 は冷蔵

庫 3 割,3 は部屋 3 割,4 はポケモン 3 割,5 は国 3 カ国である. 

分析の結果,平均値に有意差があるものは,[水と部屋・ポケモン・国][冷蔵庫と部屋・ポケモン・

国][ポケモンと国]の充填行動であった. 

結果を要約すると水と冷蔵庫の間には有意な平均値差が見られなかったが,水と部屋・ポケモ

ン・国の間では有意な平均値差が見られた.また,冷蔵庫と水の間には有意な平均値差が見られな

かったが,冷蔵庫と部屋・ポケモン・国の間には有意な平均値差が見られた. 
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このことから,水と冷蔵庫という生命に関わるものとそれ以外のもので埋めたいかどうかは変化

することがわかった.また,表 3 の記述統計より,水（平均値 1.93)と冷蔵庫(平均値 1.91)は埋めた

くない＝生命活動を継続するために摂取し続けたいという感覚を持っていることがわかった. 

 

③対応のない t 検定  

 5つの環境（水，冷蔵庫，部屋，ポケモン，領土）のそれぞれにおいて本能的に充填したい

人と充填したくない人で対応のない t 検定（等分散を仮定した 2 標本による検定）を行ったと

ころ,次のような結果が得られた. 

 

・水の場合 

この群間の平均値差は 5％水準で有意差がない. 

  ｔ(97) = -1.241 p= .218 平均値 1.90 

・冷蔵庫の場合 

この群間の平均値差は 5％水準で有意差がない 

 ｔ(97) =.252 p=.802 平均値 1.92 

・部屋の場合 

この群間の平均値差は 5％水準で有意差がない. 

 ｔ(97) =-1.241 p=.520 平均値 1.29 

・ポケモンの場合 

この群間の平均値差は 5％水準で有意差がない. 

  ｔ(97) =.200 p=.566 平均値 1.19 

・領土の場合 

この群間の平均値差は 5％水準で有意差がない. 

  ｔ(97) =.385 p=.651 平均値 1.44 

以上の分析から,実験参加者内一要因分散分析で生命に関わるものとそれ以外のもので埋めた

いかどうかが変化することがわかった. 

次に,本能的に充填したい人と充填したくない人に分けて,対応のない t 検定を行ったところ,全

ての状況で有意差がないことがわかった.このことから,本能的に充填したいどうかによっての

差はなく,全ての人が状況によって充填したいかどうかを変化させることがわかった. 

 

3. 終わりに 

  本研究では,「人間の充填行動と普段の性格,行動に関連があるのではないか」「人間は物理

的な隙間があると充填したくなるのではないか」という仮説を検証し，状況に応じてその傾向が
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変化するかを調べた. 

 充填行動と性格,行動の関連があるかの分析では,クロス集計表とカイ 2乗検定を用いて分別が

ある人は,充填行動を取る傾向があることが明らかになった. 

 また,5 つの条件（水,冷蔵庫,部屋,ポケモン,国）における隙間充填行動を一要因分散分析した

結果,以下のことが明らかになった.水と冷蔵庫という生命に関わる条件では,充填したくない傾

向が強く,他の条件（部屋,ポケモン,国）と有意な差が見られた.そして,部屋,ポケモン,国という生

命に関わらない条件では,隙間を埋めたい傾向が強く,水や冷蔵庫と有意に異なる行動が見られ

た. 

 また,対応のない t 検定を用いて,本能的に充填したい人と充填したくない人の違いを調べた結

果,すべての状況で有意差はなく,行動は本能ではなく状況に応じて変化することが示された .  

この結果から,人間の隙間充填行動は生命に関わる要素で抑制され,状況に応じて柔軟に変化す

ることが確認された. 

 ここから,私たちにとって生命に関わる要素が最も重要であるなら,経済やビジネスは,食料や

水,健康,安全といった基本的なニーズを優先して満たす必要がある.例えば,健康食品や医療サー

ビス,クリーンエネルギーなどは,常に高い需要が見込める分野である野田はないか.さらに,環境

保護やサステナビリティも,長期的な生命維持のためにビジネス戦略に組み込むべきである.要

するに,経済やビジネスの成功は,人々の生命を守るための基本的なニーズをいかに効率的に満

たすかにかかっていると考える. 

 最後に,今回の研究の反省点として以下の 2 つが挙げられる.1 点目は，本能的に充填したい人

の判断材料として旗のアンケート調査が適切かどうか定かではない点である.1 つだけの質問で

はなく，質問を増やしていれば，より明確な調査結果が表れていた可能性がある．2 点目は，ど

のような性格の人が本能的に充填したいのか調査することが出来なかった点である． 
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